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75億6700万円
59億8361万円

（前年比1億7700万円減）

（前年比7億7678万円減）

特別会計内訳

　
一
般
会
計
は
、
前
年
度
と
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
度
は
貸
付
事
業
債
と
借
換
債
（
歳
入
と
歳
出
に
同
じ
項
目
で
計
上
）
で
2
億

5
5
6
0
万
円
計
上
し
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
前
年
度
対
比
約
7
8
6
0
万
円
の
増
加
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
18
年
度
以
来
3

年
ぶ
り
に
、
投
資
的
経
費
が
約
1
億
2
0
0
0
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
町
債
残
高
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
も
減
少
し
、
町
財
政
は

少
し
ず
つ
柔
軟
性
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
景
気
低
迷
で
、
今
後
し
ば
ら
く
町
税
収
入
は
減
少
し
、
回
復
が
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
厳
し
い
財
政
環
境
を
認
識
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成21年度 平成20年度
当初予算額 当初予算額会　計　区　分 増 減 額

主
な
歳
入

　
町
税
は
、総
額
で
28
億
4
4
7
7
万
円
、景
気

後
退
に
よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
と
固
定
資
産
の

評
価
替
え
で
、町
民
法
人
税
と
固
定
資
産
税
の

減
少
を
見
込
み
、前
年
度
対
比
1
億
9
0
7
1

万
円
の
減
少
で
す
。

 
個
人
住
民
税
 

10
億
9
4
6
0
万
円

 
法
人
住
民
税
 

2
億
6
3
3
0
万
円

 
固
定
資
産
税
 

12
億
7
0
0
0
万
円

 
軽
自
動
車
税
 

5
6
0
0
万
円

 
た
ば
こ
税
 

1
億
4
0
0
0
万
円

 
特
別
土
地
保
有
税
 

20
万
円

 
入
湯
税
 

2
0
0
0
万
円

　
地
方
交
付
税
は
、「
地
方
雇
用
創
出
推
進
費
」が

新
た
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
、前
年
度
に
続
き

5
0
0
0
万
円
増
加
し
、総
額
18
億
4
0
0
0
万

円
で
す
。

 
普
通
交
付
税
 

１7
億
2
0
0
0
万
円

 
特
別
交
付
税
 

１
億
2
0
0
0
万
円

　
町
債
は
、歳
入
不
足
や
特
定
の
事
業
に
充
て

る
た
め
に
、先
々
の
年
度
ま
で
計
画
を
た
て
て

返
済
す
る
借
入
金
で
す
。今
年
度
の
総
額
は
6

億
2
5
9
0
万
円
、前
年
比
5
3
3
0
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
農
林
水
産
業
債
 

2
6
0
万
円

 
土
木
債
 

2
億
4
3
3
0
万
円
 

 
臨
時
財
政
対
策
債
 
3
億
8
0
0
0
万
円

　
基
金
繰
入
金
は
、予
算
が
不
足
す
る
場
合
な

ど
に
基
金
を
取
り
崩
し
て
会
計
に
入
れ
る
も
の

で
す
。主
要
２
基
金
の
総
額
は
2
億
1
1
8
8

万
円
、前
年
比
2
6
9
6
万
円
の
増
額
で
す
。

 
財
政
調
整
基
金
 

１
億
1
1
8
8
万
円

 
減
債
基
金
 

１
億
円

投
資
的
経
費
増
加
は
３
年
ぶ
り
（
前
年
比
25
％
増
）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

公共下水道事業

老 人 保 健

土地区画整理事業

漁業集落排水事業

農業集落排水事業

介 護 保 険 ※
後期高齢者医療

合　　　計

27億3859万円

1331万円

8億  662万円

100万円

3789万円

6124万円

3824万円

20億3980万円

2億4693万円

59億8361万円

28億7374万円

1336万円

12億  906万円

3億  190万円

4366万円

6588万円

3701万円

19億5391万円

2億6188万円

67億6039万円

▲1億3515万円

▲5万円

▲4億  244万円

▲3億   90万円

▲577万円

▲464万円

123万円

8589万円

▲1495万円

▲7億7678万円

※介護保険特別会計はサービス開始以来利用者が年々増え、21年度も大幅な増額となり、今後も増えること
　が予測されます。介護予防の各種施策の推進は、これからの大きな課題です。

待望の建て替えの設計が始まります（豊岡小学校）

日出議会だより76号 2

    



平成21年度
一般会計当初予算

歳　出
目的別内訳と主な項目
（　）は構成比

一般会計当初予算
特別会計当初予算

平成
21年度
平成
21年度
平成
21年度

議会費 1億2,618万円（1.7％） 
議員報酬 6,272万円
職員人件費 5,155万円
補助費物件費 1,191万円

公債費（借入金21年度返済分）
9億3,582万円（12.4％） 
平成20年度末の公債費残高は
見込み額で 91億1,272万円

総務費 10億8,067万円（14.3％）

予備費災害復旧費
3,398万円（0.5%）

人件費 7億7,516万円
　うち非常勤職員報酬 1,711万円
　　　町長等職員給料 2億6,815万円
　　　職員手当 1億5,081万円
　　　共済組合負担金等 1億1,816万円
　　　退職手当組合負担金 2億1,371万円
物件費 １億6,341万円
補助費等 7,526万円
町議会議員選挙費 1,018万円

民生費
23億4,064万円（30.9%）
児童手当 2億3,120万円
児童運営費（保育園児就学補助）
 6億1,243万円
その他の児童福祉
 8,225万円
障がい者や老人支援など
 4億4,940万円
国民健康保険の町負担分
 1億4,546万円
介護保険の町の負担分
 2億7,272万円
後期高齢者医療の町負担分
 3億3,054万円
補助費等 3億2,518万円
物件費 8,214万円
人件費 1億9,517万円

母子保健費（乳幼児医療等） 1億221万円
ごみ収集運搬手数料 7,500万円
合併処理浄化槽設置整補助 702万円
秋草葬斎場、藤ヶ谷清掃センター等負担金
 1億2,194万円
杵築速見環境浄化センター負担金
 2億　251万円
人件費 １億3,641万円

衛生費 6億5,247万円（9.8%）

商工会、観光協会助成金 917万円
かれい祭り行事負担金 700万円
農林業振興の負担金補助金
 3,186万円
農業土木工事請負費 705万円
水産振興の負担金補助金 6,934万円
原山、大神浄化センター繰出金
 4,761万円
人件費 １億8,076万円

商工費・農林水産業費
3億4,534万円（4.5%）

道路新設改良・維持費
（工事請負費） 7,650万円
暘谷駅周辺整備を中心とする
まちづくり交付金事業
（工事請負費） 1億4,750万円
公園管理委託料 2,200万円
公共下水道、土地区画整理事業
繰出金 2億3,053万円
町営住宅修繕、工事請負費 
 1,350万円
人件費 1億3,081万円

土木費
8億9,549万円（11.8%）

小学校費 9,200万円
中学校費 4,628万円
幼稚園費 １億1,623万円
社会教育費 1億5,352万円
保健体育費 １億4,072万円
教育委員会、事務局費 8,203万円
人件費 3億8,195万円

教育費 6億3,079万円（8.3％）

杵築速見消防組合負担金 3億9,030万円
消防団員報酬 824万円
人件費 2,652万円

消防費 4億3,875万円（5.8％）

日出議会だより76号3

    



専
決
第
２
号
は
、
国
の
２

次
補
正
予
算
成
立
を
受
け
実

施
す
る
定
額
給
付
金
給
付
事

業
お
よ
び
子
育
て
応
援
特
別

手
当
支
給
事
業
を
迅
速
に
給

付
開
始
す
る
た
め
の
事
務
費

で
総
額
２
１
０
３
万
円
、
全

額
国
庫
補
助
金
と
し
て
歳
入

歳
出
で
計
上
。

第
４
号
は
、
定
額
給
付
金

事
業
で
対
象
者
２
万
８
７
３

２
人
で
４
億
４
０
３
７
万
６

千
円
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
支

給
事
業
は
町
の
対
象
者
４
５

０
人
の
見
込
み
で
１
６
２
０

万
円
。

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
で
19
の
事

業
費
で
１
億
３
６
０
８
万
円

を
計
上
。

日
出
町
使
用
料
条
例
の
一

部
改
正
は
、
21
年
４
月
か
ら

教
育
委
員
会
部
局
を
統
一
す

る
た
め
管
理
課
が
中
央
公
民

館
２
階
の
講
座
室
に
移
設
す

る
こ
と
に
伴
い
講
座
室
の
使

用
料
を
削
除
す
る
た
め
の
条

例
改
正
と
川
崎
運
動
公
園
の

利
用
お
よ
び
管
理
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
施
設
使
用
料

を
定
め
る
も
の
で
す
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
な
ど
の
一
部
改
正
は
、
町

長
の
給
料
支
給
を
12
／
１
０

０
減
額
。
副
町
長
、
教
育
長

の
給
料
支
給
を
８
／
１
０
０

減
額
す
る
も
の
で
す
。

日出議会だより76号 4

総総総総総総総総総総総総総

務務務務務務務務務務務務務

任委員会常

川崎地区の新しい都市公園を視察 (旧豊和平原グラウンド)

20
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

日出町地域活性化・生活対策実施計画掲載事業
【地域活性化・生活対策臨時交付金充当事業】 (単位：千円)

No. 所 属 事 業 名 事 業 内 容 総事業費

１ 総 務 課 消防団設備整備事業 消防団設備の充実経費 25,245

２ 財 政 課 低公害車導入事業 低公害公用車(ハイブリッド車)購入経費 5,803

３ 税 務 課 申告支援システム構築事業 申告支援システム導入経費 5,300

４ 福祉対策課 障害者支援システム構築事業 障害者自立支援システム導入経費 7,643

５ 健康増進課 新型インフルエンザ対策事業 新型インフルエンザ対策経費 1,800

６ 〃 食育推進計画策定事業 食育推進計画策定経費 2,520

７ 生活環境課 安心安全の水供給事業 赤松宮ノ下地区簡易水道組合施設改修補助 386

８ 〃 生活環境保全事業 臭気測定機器､不法投棄防止監視カメラ購入費 1,900

９ 商工観光課 暘谷城周辺地域活性化事業 的山荘開催イベント経費補助 1,195

10 農林水産課 有害鳥獣被害防止対策事業 猪被害等防止対策経費 480

11 〃 農地有効利用推進事業 町民農園開設準備経費 800

12 〃 漁業者燃油高騰対策事業 省エネルギー機器導入に対する補助 632

13 都市建設課 町道大峯平原線道路改良事業 平原公園進入道路補修改良工事費 10,000

14 上下水道課 生活排水対策事業 合併処理浄化槽町単独補助経費 4,032

15 管 理 課 小中学校耐震化推進事業 小中学校耐震調査経費 24,000

16 〃 子どもの安全確保対策事業 町内小中学校AED設置及び教職員用パソコン導入経費 8,800

17 〃 地上デジタル放送移行推進事業 小中学校教育用テレビの地上デジタル放送移行対応経費 15,500

18 生涯学習課 ふれあいセンター整備事業 地区公民館備品等整備経費 5,047

19 企画振興課 日出町まちづくり基金 基金造成 15,000

合 計 136,083

条
例
改
正

    



簡
易
水
道
、
公
共
下
水
道

事
業
、
漁
業
・
農
業
集
落
排

水
事
業
ま
た
特
別
会
計
は
、

歳
出
で
は
事
業
費
の
確
定
な

ど
に
伴
う
不
要
額
の
減
額
補

正
、
歳
入
で
は
使
用
料
、
受

益
者
負
担
金
の
決
算
見
込
み

額
に
よ
る
調
整
で
、
一
般
会

計
繰
入
金
の
減
額
で
財
源
調

整
し
て
い
ま
す
。
補
正
額
は

以
下
の
通
り
で
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
０

７
万
円
減
額
で
総
額
９
２
９

万
円
で
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９

１
０
万
円
減
額
で
総
額
12
億

７
５
１
６
万
円
で
す
。

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
89
万

円
減
額
で
総
額
６
５
８
７
万

円
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１

３
万
円
増
額
で
総
額
３
８
７

２
万
円
で
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
入
で
は
給
水
収

益
、
加
入
金
な
ど
を
増
額
補

正
し
、
支
出
で
は
、
原
水
費
、

浄
水
費
、
排
水
費
、
給
水
費

な
ど
の
営
業
費
用
を
増
額
、

ま
た
減
価
償
却
な
ど
の
営
業

外
費
用
を
増
額
す
る
と
と
も

に
予
備
費
で
調
整
し
、
補
正

金
額
は
収
入
支
出
と
も
３
１

６
万
円
で
総
額
４
億
１
０
１

８
万
円
で
す
。

一
般
会
計

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
、

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金

事
業
と
道
路
改
良
事
業
で
、

21
路
線
の
町
道
改
良
工
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
新
規
事

業
は
堀
南
浜
線
、
三
尺
山
線
、

法
花
寺
線
、
大
峯
平
原
線
、

笹
原
三
釘
線
、
中
村
線
、
豊

岡
山
ノ
内
線
の
改
良
工
事
で

す
。
道
路
整
備
費
と
し
て
は

約
２
億
８
０
０
０
万
円
で
前

年
度
対
比
約
２
０
０
０
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
は
、
新
規

事
業
と
し
て
、
真
那
井
地
区

の
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理

適
正
化
事
業
、
集
落
営
農
組

織
育
成
強
化
対
策
事
業
、
酪

農
経
営
安
定
対
策
事
業
、
飼

料
米
推
進
交
付
金
事
業
に
総

額
１
１
３
８
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

商
工
費
は
、
新
規
に
商
工

業
者
実
態
調
査
事
業
に
２
３

６
万
円
、
観
光
費
で
は
城
下

か
れ
い
祭
り
、
産
業
文
化
ま

つ
り
で
１
２
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
規

に
的
山
荘
維
持
管
理
に
２
０

０
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
寄
付
金
で
措
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

主
な
も
の
は
南
端
地
区
改

良
工
事
費
で
、
新
規
に
管
路

台
帳
作
成
業
務
費
、
検
針
費

の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

面
整
備
工
事
費
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
と
ポ
ン
プ
場
の
維
持

管
理
費
、
借
入
金
の
元
利
償

還
金
な
ど
を
計
上
、
歳
入
で

は
受
益
者
負
担
金
、
使
用
料
、

国
庫
補
助
金
、
事
業
債
な
ど

計
上
し
、
一
般
会
計
繰
入
金

で
財
源
調
整
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
繰
入
金
は
、
今
年

度
の
下
水
道
使
用
料
改
定
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

２
６
０
６
万
円
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
歳
出
は
公
債
費
の
償
還
で
、

歳
入
は
精
算
徴
収
金
と
一
般

会
計
繰
入
金
で
措
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

漁
業
集
落
・
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計

歳
出
は
管
路
の
修
繕
費
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

費
、
借
入
金
の
償
還
金
が
主

な
も
の
で
、
歳
入
は
主
に
使

用
料
と
町
債
で
、
不
足
分
を

一
般
会
計
繰
入
金
で
調
整
し

て
い
ま
す
。

｢

汚
染
米｣

事
件
の
全
容

解
明
と
徹
底
回
収
、
需
要
の

な
い
外
米
の
輸
入
の
中
止
を

求
め
る
陳
情
と｢

協
同
出
資
・

協
同
経
営
で
働
く
協
同
組
合

法｣
(

仮
称)

の
速
や
か
な

制
定
を
求
め
る
陳
情
を
採
択

し
ま
し
た
。
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予
算
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

特
定
健
康
診
断
の
受
診
者

減
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
、
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
８
７
７

万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
28
億
１
４
９

５
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計(

保
険

事
業
勘
定)

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り

歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ

れ
２
６
３
５
万
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
の
総
額
を
20
億
５

７
２
０
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

広
域
連
合
給
付
金
の
減
額

に
よ
り
予
算
の
、
歳
入
歳
出

か
ら
、
２
０
０
８
万
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
２
億

４
２
１
７
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

一
般
会
計

｢

人｣

を
育
て
る
施
策
と

し
て
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
地
域
環
境
整
備
の
た
め
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
、
保

育
対
策
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
の
各
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
豊
岡

小
学
校
の
校
舎
改
築
事
業
の

実
施
設
計
委
託
費
、
小
学
校

外
国
語
活
動
推
進
事
業
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

27
億
３
８
５
９
万
３
千
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
も

４
・
７
％
減
で
す
。

特
定
健
康
診
断
の
受
診
率

の
向
上
、
訪
問
指
導
事
業
の

事
業
拡
大
を
見
込
み
増
額
計

上
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

保
険
事
業
勘
定
分
の
予
算

総
額
は
、
20
億
２
４
７
９
万

７
千
円
で
、
前
年
度
対
比

４
・
５
％
の
増
で
す
。

21
年
度
は
、
第
４
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と

な
り
、
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
の
た
め
介
護
報
酬
を
改

定
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
、
一
般
管
理
費
や

要
介
護
認
定
事
務
費
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
保
険
給
付
費
、

地
域
支
援
事
業
費
な
ど
を
計

上
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
、

２
億
４
６
９
２
万
８
千
円
で
、

前
年
度
対
比
で
５
・
７
％
の

減
で
す
。

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
別
基
金
条
例
の
制
定

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善

の
た
め
介
護
報
酬
が
改
定
さ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
介

護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を

抑
制
す
る
た
め
国
か
ら
臨
時

特
例
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。来

年
度
以
降
、
介
護
保
険

特
別
会
計
へ
充
当
す
る
た
め

に
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
定

介
護
保
険
事
業
に
係
わ
る

保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を

確
保
す
る
た
め
の
基
本
指
針

の
改
正
に
基
づ
き
、
３
年
ご

と
に
保
険
料
の
見
直
し
が
さ

れ
ま
す
。

事
業
計
画
で
は
、
介
護
保

険
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
臨
時
特
例
交
付
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
保
険

料
率
段
階
設
定
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。
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当
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問

ス
ポ
ー
ツ
や
教
養
、

趣
味
に
、
そ
し
て
防
災
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
果
た
す

役
割
は
、
生
活
す
る
中
で
大

き
な
力
で
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用

を
ど
の
程
度
考
え
て
い
ま
す

か
。総

務
課
長

防
災
意
識
の

啓
発
、
防
災
情
報
の
発
信
、

ま
た
町
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な

お
知
ら
せ
に
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ

ア
の
活
用
方
法
を
考
え
て
い

ま
す
。

問

町
の
ど
れ
く
ら
い

の
範
囲
を
メ
デ
ィ
ア
が
確
保

し
て
、
ま
た
戸
数
は
ど
の
く

ら
い
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長

１
月
末
現
在

営
業
許
可
エ
リ
ア
内
の
世
帯

数
が
９
１
２
０
世
帯
、
こ
の

中
で
幹
線
が
布
設
さ
れ
接
続

可
能
と
な
っ
て
い
る
世
帯
が

８
０
１
５
世
帯
、
既
に
接
続

さ
れ
て
い
る
世
帯
が
４
５
６

３
世
帯
で
す
。

問

総
務
省
の
補
助
金

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

ケ
ー
ブ
ル
網
を
広
げ
全
戸
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

町
長

町
長
に
な
っ
て
す

ぐ
の
平
成
16
年
に
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
へ
町
と
し
て
出
資

を
い
た
し
ま
し
た
。
光
ケ
ー

ブ
ル
も
含
め
て
幹
線
地
区
に

は
布
設
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
少
し
ず
つ
普

及
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

問

町
内
で
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
商
工
会
な

ど
と
協
議
し
て
、
対
応
す
る

こ
と
を
考
え
ま
し
た
か
。

商
工
観
光
課
長

商
工
会

と
連
携
し
て
、
定
額
給
付
金

の
給
付
時
期
に
合
わ
せ
て
プ

レ
ミ
ア
ム
額
の
つ
い
た
商
品

券
を
発
行
す
る
と
か
、
何
と

か
し
て
地
元
経
済
の
起
爆
に

結
び
つ
け
た
く
、
商
工
会
へ

呼
び
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
の
商
工
会
を

取
り
巻
く
環
境
や
会
員
の
構

成
の
状
況
か
ら
見
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
つ
き
の
商
品
券
の
発

行
は
、
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

１
万
円
で
も
２
万

円
で
も
町
に
落
と
し
て
も
ら

い
た
い
。
税
金
で
成
り
立
っ

て
い
る
行
政
で
す
の
で
、
も

う
少
し
大
ら
か
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
１
人
で
や
ろ

う
が
何
で
や
ろ
う
が
こ
の
町

に
、
金
を
落
と
す
ち
ゅ
う
大

き
な
前
提
が
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
４
億
３
千
万
円
を
地

元
で
使
う
よ
う
に
努
力
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
長

消
費
関

係
で
一
番
経
済
効
果
の
あ
る

小
売
業
は
、
１
７
０
会
員
ほ

ど
あ
り
ま
す
。
で
も
ほ
と
ん

ど
が
従
業
員
ゼ
ロ
人
、
家
内
、

自
分
個
人
で
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
98
と
い
う
数
字
で
す
。

旧
町
部
の
商
店
街
含
め
て
、

そ
こ
が
一
番
問
題
で
す
。

区
画
の
中
の
商
店
は
、
協

力
要
請
も
含
め
時
間
が
か
か

る
状
況
が
商
工
会
と
の
話
の

中
で
出
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
定
額
給
付
金
に
あ
わ
せ
る

こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
困
難

で
す
。
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。
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問

県
教
育
委
員
会
は
、

学
力
調
査
の
結
果
を
各
自
治

体
は
公
表
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
い
う
ふ
う
に
報
道
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
町
の
対
応

は
。教育

長

全
国
学
力
調
査

結
果
の
公
表
を
各
市
町
村
の

自
主
的
判
断
で
行
う
よ
う
要

請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
調

査
結
果
の
分
析
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
公
表
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

問

公
表
の
仕
方
は
。

教
育
長

全
国
、
県
、
町

の
正
答
率
並
び
に
生
活
状
況

の
調
査
の
公
表
で
す
。
学
校

ご
と
の
公
表
は
、
文
部
省
の

要
綱
に
よ
っ
て
で
き
ま
せ
ん
。

問

町
の
子
ど
も
の
実

態
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

小
学
校
６
年
生

の
国
語
の
知
識
に
関
す
る
問

題
は
、
劣
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
は
全
国
平
均
よ
り
全

て
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
状
況
や
学
習
状
況
の
意

識
調
査
で
は
、
テ
レ
ビ
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
、
学
習
時
間
や
睡
眠
時

間
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

問

学
力
向
上
会
議
の

実
態
は
。

教
育
長

各
小
・
中
学
校

に
お
い
て
、
学
校
評
議
委
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
、
指
導
主

事
で
構
成
さ
れ
た
会
議
で
、

各
校
の
実
態
の
報
告
か
ら
、

そ
れ
に
対
す
る
意
見
の
集
約

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

指
導
主
事
が
１
名

い
ま
す
が
、
組
織
の
機
構
改

革
を
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

教
育
長

今
年
度
４
月
１

日
か
ら
中
央
公
民
館
の
ほ
う

に
教
育
委
員
会
は
移
転
し
ま

す
の
で
、
機
構
改
革
も
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

問

Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

に
対
す
る
特
別
支
援
体
制
は
。

教
育
長

学
習
障
が
い
の

こ
と
を
学
校
現
場
で
Ｌ
Ｄ
、

注
意
欠
陥
多
動
性
の
児
童
生

徒
を
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
学
校
現
場
の
対
応
は
、

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
１
校
に
１
名
配
置
し

て
、
支
援
を
要
す
る
子
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
学
校
に
特
別

支
援
員
を
１
名
ず
つ
配
置
し

て
、
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
な
児

童
生
徒
の
支
援
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問

致
道
館
の
価
値
観

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

教
育
長

県
に
残
る
唯
一

の
藩
校
跡
と
い
う
こ
と
で
、

文
化
的
に
も
町
の
誇
る
財
産

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

建
物
や
石
垣
に
損

傷
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
修
理

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長

17
年
度
に
改
修
に

必
要
な
金
額
の
積
算
を
し
ま

し
た
。
県
指
定
文
化
財
で
あ

り
ま
す
の
で
、
県
と
の
協
議

が
十
分
必
要
で
す
。
教
育
委

員
会
で
十
分
検
討
し
て
方
向

づ
け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日出議会だより76号 8

Q&A一般質問 ここが知りたい

重要な文化財を守りましょう (致道館)

質
問
を
終
え
て

質
問
し
た
３
点
に
つ
い

て
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
対
応
、
取
り
組
み

を
切
望
し
ま
す
。

白　水　昭　義 議員

学力調査の
結果の公表

特
別
支
援
体
制

致
道
館
の
修
理

    



問

昨
年
の
７
月
21
日

か
ら
８
月
１
日
の
間
、
大
神

の
地
崎
の
海
で
、
赤
潮
に
よ

る
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
漁
民
の
み
な
さ
ま
に
、
心

よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
地
区
で
は
11
日
間
赤

潮
に
見
舞
わ
れ
、
貝
類
を
は

じ
め
、
ナ
マ
コ
、
タ
コ
、
メ

バ
ル
な
ど
磯
付
の
漁
貝
類
が

死
滅
し
て
、
現
在
は
死
の
海

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
油
の
高
騰
で
大
変

な
時
期
に
、
赤
潮
被
害
で
追

い
打
ち
を
か
け
ら
れ
て
、
漁

協
や
漁
師
で
は
ど
う
に
も
対

処
で
き
な
い
状
況
で
す
。

町
長
は
自
然
環
境
の
保
全
、

人
と
自
然
が
調
和
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
自
然
を
大
切

に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
た
だ
け
る
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長

昨
年
６
月
に
周
防

灘
で
発
生
し
た
有
害
な
赤
潮

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
別
府
湾
に

流
れ
込
み
長
期
に
わ
た
り
滞

留
し
ま
し
た
。

発
生
後
、
職
員
は
じ
め
、

県
、
漁
協
総
出
で
被
害
調
査

を
し
ま
し
た
。

町
全
域
で
タ
コ
、
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
、
ア
ナ
ゴ
な
ど
水
産

資
源
へ
多
大
な
被
害
が
確
認

さ
れ
、
大
神
地
区
を
中
心
に

漁
獲
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
ま

す
。
対
策
と
し
て
従
来
ど
お

り
稚
魚
放
流
事
業
を
中
心
に

取
り
組
み
を
行
い
、
漁
業
関

係
者
と
協
議
を
行
い
、
予
算

化
す
る
た
め
稚
魚
が
い
つ
ご

ろ
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
が
必

要
か
調
査
し
調
整
し
な
が
ら

水
産
資
源
の
増
大
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

日出議会だより76号9

Q&A一般質問 ここが知りたい

佐　藤　克　幸 議員

赤潮で死の海と化した
磯を生き返して

赤潮被害で大量死したまて貝 (糸ヶ浜海岸)

質
問
を
終
え
て

町
長
の
自
然
、
一
次
産

業
に
対
す
る
温
か
い
対
応

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

何種類もの貝の死骸 憎き赤潮

    



問

町
の
農
産
物
の
生

産
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
か
。

農
林
水
産
課
長

生
産
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業

で
生
活
し
て
い
く
上
で
の
所

得
目
標
や
、
主
要
品
目
の
生

産
量
や
単
価
目
標
は
設
定
し

て
い
ま
す
。

問

何
年
で
ど
れ
く
ら

い
の
生
産
高
を
上
げ
る
計
画

で
す
か
。

農
林
水
産
課
長

農
業
産

出
額
45
億
円
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

農
業
所
得
を
ど
れ

く
ら
い
増
や
そ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
か
。

農
林
水
産
課
長

農
業
従

事
者
１
人
当
た
り
の
所
得
目

標
を
最
低
４
０
０
万
円
程
度

と
設
定
し
て
い
ま
す
。

問

増
産
し
よ
う
と
し

て
い
る
作
物
は
主
に
何
で
す

か
。農林

水
産
課
長

農
協
の

生
産
部
会
の
中
で
、
長
年
栽

培
さ
れ
て
き
た
作
物
を
大
事

に
し
て
い
き
な
が
ら
、
部
会

の
中
で
新
た
な
試
み
を
図
っ

て
い
る
も
の
、
例
え
ば
デ
コ

ポ
ン
や
タ
ロ
ッ
コ
オ
レ
ン
ジ

な
ど
今
後
生
産
が
期
待
さ
れ

る
も
の
は
、
可
能
な
範
囲
で

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
農
家
と
水
稲

農
家
を
結
び
つ
け
る
飼
料
米

も
増
産
が
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

休
耕
し
て
い
る
農

地
の
利
用
計
画
は
あ
り
ま
す

か
。農林

水
産
課
長

所
有
者

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

所
有
者
に
よ
る
耕
作
再
開
や

担
い
手
に
貸
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
畜
産
用
飼
料
生
産

や
放
牧
な
ど
、
集
落
に
よ
る

保
全
管
理
が
で
き
な
い
か
、

市
民
農
園
と
し
て
の
利
用
や

草
刈
り
だ
け
で
も
で
き
な
い

か
な
ど
を
検
討
し
、
農
地
銀

行
的
な
調
整
利
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

農
業
担
い
手
を
年

間
何
人
く
ら
い
増
や
す
計
画

で
す
か
。

農
林
水
産
課
長

新
規
就

農
者
は
年
間
２
名
の
確
保
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問

県
が
行
っ
て
い
る

就
農
研
修
資
金
の
本
人
１
／
２

負
担
を
町
が
支
援
し
た
ら
ど

う
で
す
か
。

農
林
水
産
課
長

役
場
内

で
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

こ
れ
ら
の
事
業
を

実
行
す
る
職
員
体
制
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

農
林
水
産
課
長

課
の
中

で
事
務
の
分
担
、
あ
る
い
は

課
を
超
え
た
連
携
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
仕
事
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問

町
に
あ
る
中
小
企

業
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

か
。商工

観
光
課
長

２
月
に
、

町
内
の
主
な
企
業
訪
問
を
実

施
し
ま
し
た
。
現
状
の
把
握
、

今
後
の
見
通
し
な
ど
の
情
報

収
集
を
行
い
今
後
と
も
、
引

き
続
き
、
こ
う
し
た
情
報
収

集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

中
小
企
業
の
支
援

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

商
工
観
光
課
長

中
小
企

業
向
け
の
融
資
補
償
制
度
の

申
し
込
み
も
、
３
月
６
日
現

在
で
町
が
認
定
し
た
件
数
は

84
件
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日出議会だより76号 10

Q&A一般質問 ここが知りたい

農業の後継者
づくりに力を

佐　藤　隆　信 議員

質
問
を
終
え
て

町
内
中
小
企
業
に
支
援

を
。
農
林
漁
業
の
生
産
計

画
を
。

新鮮な野菜がいっぱいです (ふれあい市場)

地
場
産
業
に
力
を

    



問

体
・
食
・
心
の
健

康
に
着
眼
し
従
来
の
見
物
観

光
か
ら
体
験
型
観
光
に
主
眼

を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
観
光

客
は
も
と
よ
り
町
民
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

健
康
で
幸
福
感
を
感
じ
る
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

財
源
確
保
の
た
め
国
の
補

助
事
業
、
頑
張
る
地
方
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
活
用
は

い
か
が
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長

町
の
眠
っ

て
い
る
観
光
資
源
を
歴
史
と

景
観
を
主
眼
と
し
て
発
掘
し
、

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

と
観
光
誘
致
に
取
り
組
む
こ

と
を
そ
の
目
的
と
し
て
、
ザ

ビ
エ
ル
の
道
、
東
鹿
鳴
越
道

(

別
名
、
殿
様
道)

人
間
魚

雷
、
回
天
基
地
跡
整
備
事
業

を
具
体
的
施
策
と
し
て
、
地

方
交
付
税
な
ど
の
支
援
措
置

を
受
け
て
い
ま
す
。

問

観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
は
考
え
ま
せ
ん

か
。商工

観
光
課
長

通
常
の

事
務
以
外
の
業
務
で
担
当
職

員
の
仕
事
量
が
多
忙
に
な
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
将
来

に
む
け
検
討
い
た
し
ま
す
。

問

町
民
と
協
働
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
立
を

提
案
い
た
し
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

商
工
観
光
課
長

頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成

す
る
具
体
的
な
事
業
、
施
策

の
遂
行
や
各
地
区
に
あ
る
観

光
資
源
を
活
用
し
た
特
色
あ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
は
、

町
民
は
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

各
種
女
性
団
体
な
ど
の
協
力

が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い

ま
す
。

先
般
、
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
町
を
、
活
性
化
し
た
い

と
考
え
て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
と
、
情
報
交
換

し
協
働
の
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
こ
う
し
た

組
織
の
協
力
は
も
と
よ
り
、

随
時
そ
の
企
画
、
立
案
の
段

階
か
ら
運
営
ま
で
係
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
組
織

の
確
立
を
め
ざ
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

総
合
計
画
と
連
動

し
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

企
画
振
興
課
長

公
務
員

制
度
改
革
の
中
で
国
が
、
平

成
18
年
か
ら
試
行
し
、
以
後
、

目
標
管
理
に
よ
る
業
績
評
価

を
取
り
入
れ
て
い
る
地
方
自

治
体
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

年
度
当
初
、
各
事
業
ご
と

に
、
１
年
間
の
実
施
目
標
を

設
定
し
、
年
度
の
終
り
に
担

当
者
が
自
己
評
価
、
次
に
課

長
が
評
価
し
ま
と
め
、
事
業

の
効
率
を
図
る
も
の
で
す
。

職
員
の
情
報
や
目
標
の
共

有
、
志
気
の
向
上
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
な

ど
に
有
効
な
政
策
手
段
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
一
定
の
ル
ー

ル
の
も
と
に
事
業
評
価
さ
れ
、

町
民
の
み
な
さ
ま
に
も
分
か

り
や
す
く
、
効
率
的
な
行
政

運
営
が
図
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

21
年
度
に
は
、
新
し
い
年

度
に
向
け
た
新
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
、
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入

も
前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

日出議会だより76号11

Q&A一般質問 ここが知りたい

佐　藤　済　江 議員

観光振興関連
施策を示せ

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を

自立・活力・発展を

    



声声
町
民
の

日
出
町
に
住
ん
で
約
22
年
に
な
り
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
、
と
て
も
住
み
よ
い
町
で
あ
り
ま
す
。

以
前
よ
り
日
出
町
は

｢

福
祉
の
町｣
と
言
わ
れ
て

お
り
自
分
自
身
、
福
祉
に
つ
い
て
と
て
も
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
福
祉
事
業
関
係
の
予
算
も
増
加
し
て
お

り
今
後
の
活
動
に
期
待
が
も
て
る
と
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
行
政
の
お
か
げ
で
町
内
も
福
祉
企
業
、

福
祉
施
設
、
介
護
や
介
助
な
ど
な
ど
利
用
者
の
環
境

整
備
は
充
実
し
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
者
や
家
族
の
不
安
や
苦
労

は
ま
だ
ま
だ
解
消
で
き
て
い
な
い
と
の
声
が
あ
り
私

も
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
単
独
で
移
動
が
困
難
な
方
が
他
人
に
迷
惑

を
か
け
ず
に
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
っ
て
見

た
い
が
、
専
用
の
交
通
機
関
が
少
な
く
、
福
祉
車
両

の
普
及
や
利
用
率
も
低
く
我
慢
を
し
て
家
中
で
過
ご

し
、
毎
日
が
同
じ
生
活
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
外

出
を
あ
き
ら
め
て
い
る
人
や
家
族
が
多
く
、
不
便
を

感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
そ
う
い
う
人
達
の
た
め
に
外
出
や
移

動
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
便
利
な
福
祉
車
両
を
準
備

し
て
、
民
間
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
を
開
業
い
た
し

ま
し
た
の
で
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

お
出
か
け
を
あ
き
ら
め
ず
に
私
と
一
緒
に
行
き
た

い
所
へ
行
き
、
思
い
出
づ
く
り
や
新
し
い
生
活
環
境

が
で
き
、
利
用
者
や
家
族
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

自
分
も
い
ず
れ
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
り
そ
の
た
め
に
も
、
町
民
一
人
一
人
の
協
力
で

も
っ
と
も
っ
と
福
祉
環
境
整
備
を
行
い
将
来
住
み
よ

い
日
出
町
に
す
る
こ
と
が
使
命
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
し
、
こ
れ
で
地
域
貢
献
が
出
来
れ
ば
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｢

こ
こ
に
日
出
町
あ
り｣

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

に
も
、
行
政
と
民
間
と
町
民
が
一
致
団
結
し
、
一
体

と
な
っ
て
努
力
し
て
高
齢
者
社
会
の
中
、
未
来
あ
る

明
る
い

｢

町
づ
く
り｣

に
社
会
貢
献
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

微
力
な
が
ら
自
分
も
協
力
、
応
援
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
７
日
か
ら

平
成
22
年
４
月
６
日
ま
で
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置
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克
幸

委

員

上
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公
則

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

森

昭
人

副
委
員
長

安
部

三
郎

委

員

城

美
津
夫

委

員

佐
野

故
雄

委

員

白
水

昭
義

委

員

佐
藤

二
郎

時
が
過
ぎ
れ
ば
忘
れ
ら

れ
る
。

最
近
は
定
額
給
付
金
の

こ
と
や
子
ど
も
支
援
の
給

付
金
、
良
い
話
し
の
こ
と

だ
け
が
報
道
さ
れ
る
。

あ
の
年
金
問
題
、
後
期

高
齢
者
医
療
問
題
は
も
う

過
ぎ
去
っ
た
話
な
の
か
、

政
治
家
も
国
民
も
目
先
の

こ
と
で
、
本
当
の
悪
は
そ

れ
を
選
ん
で
い
る
国
民
だ

と
思
う
。

も
う
す
ぐ
衆
議
院
選
挙
。

み
ん
な
政
治
に
も
っ
と
関

心
を
も
と
う
。

(

荒
金

啓
治)

編
集
委
員
長

森

昭
人

副
委
員
長

荒
金

啓
治

委

員

後
藤

佑

委

員

上
野

公
則

委

員

田
原

忠
一

委

員

安
部

三
郎
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編
集
後
記

常
任
委
員
会
が

替
わ
り
ま
し
た
。

16
日

定
例
議
会(

初
日)

26
日

定
例
議
会(

最
終
日)

の
11
日
間

６
月
定
例
議
会

の
予
定

６月

｢

地
域
貢
献
で
町
づ
く
り
を｣

福
祉
タ
ク
シ
ー
ひ
ら
つ
か

豊
岡
太
田
区

平

塚

光

久

    


